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論  文  名 水子供養と嬰霊慰霊―現代〈民間信仰〉の日台比較研究― 
 本論文は、２０世紀後半の日本と台湾に現れた夭折した胎児を弔う儀礼を、現代社会に生じた〈民
間信仰〉という視点から詳細な文献調査と現地調査に基づいて比較考察したものである。
 序章では日本の水子供養と台湾の嬰霊慰霊の特徴が「古さと新しさ」「現地と外来」の交錯にある
ことが指摘され、その分析のために〈民間信仰〉という視点に立つことの重要性が論じられる。本論
は通時的視点からそれぞれの現象の成立背景と過程をとりあげる第Ⅰ部（第１章～第４章）と、共時
的視点からそれぞれの現状や儀礼構造を考察する第Ⅱ部に分かれる。第Ⅰ部第１章で日本における水
子供養の発生、流行、変容について文献研究をもとに論じた後、第２章からは目を台湾に転じ、まず
その背景として古典的「善書」や儀礼書から漢民族における胎児の死をめぐる観念を明らかにする。
第３章では日本統治時代の台湾で記録された民俗資料を中心に、嬰霊慰霊が広がる前の台湾における
夭折した胎児をめぐる言説と儀礼の概観を行う。第４章では第二次世界大戦後の台湾における医療技
術の発展や法律の制定などの社会的背景をふまえつつ、「嬰霊慰霊」の誕生と変容について論じる。
これらの議論を通して第Ⅰ部では、水子供養と嬰霊慰霊という現象がもつ現代性が明るみに出され
る。
 第Ⅱ部ではまず第５章で日本の水子供養をとりあげ、「起業家的宗教家」タイプと「檀那寺」タイ
プの２種の儀礼構造の事例研究により、夭折した胎児を家の枠内で捉えようとする特徴が明らかにさ
れる。第６章は台湾の嬰霊慰霊の元祖とされる龍湖宮の事例の詳細な分析を行い、モスコヴィッツに
よる嬰霊慰霊日本伝来説の再検討をおこなう。その結果、龍湖宮の嬰霊慰霊は、ある「民間知識人」
の手による多様な観念や儀礼を素材としたパッチワーク的所産であり、日本の水子供養はその素材の
一つにすぎないことが分かった。第７章ではさらに台湾各地の１３の廟における嬰霊慰霊の事例をと
りあげて考察を加え、台湾における嬰霊慰霊では日本の地蔵のような特定の神仏との関連付けがなさ
れないこと、嬰霊を家の枠内に位置づけるというよりは、側から離して次の段階に送り出すことが重
視されるということを明らかにした。
 本論文の中でも特に台湾の嬰霊慰霊については、その文化的、社会制度的背景、日本からの影響に
関する初の本格的研究論文であり、高く評価できる。よって本論文の提出者は博士（文学）の学位を
授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
